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《作文問題サンプル》

次の文章【ＳＤＧｓ１５「陸の豊かさも守ろう」について】を読んでＡ～Ｃの３人が「環境 を守るこ
かんきよう

と」、「生物多様性が危機にさらされていること」についての考えをまとめました。

これらを読んで、あなた自身の意見とその理由をわかりやすく書いてください。

※４００字詰め原稿用紙１枚以内でまとめること。

【ＳＤＧｓ１５「陸の豊かさも守ろう」について】

私たちの人間社会は、自然から、多くの恩恵を受けています。
おんけい

森は酸素を作り、水を 貯 え、土 壌 を守ります。また、野生動物は私たちの食料となり、薬を作り
たくわ ど じよう

出すこともあります。農作物の害虫を駆除したりもしてくれます。
く じよ

しかし、陸の豊かさは、砂漠化や干ばつといった気候変動や森林伐採などの影響 で減少して
ばつさい えいきよう

きています。森林の減少は野生動物の生息地の変化につながります。

ＳＤＧｓの目標１５は「陸の豊かさも守ろう」です。これは、陸上の生物多様性を守り、持続可能な

形で利用することを目指す目標です。

この目標を達成するために、気候変動対策に力を入れる。そして、人間の営みにより起こる森林

伐採をなくしていく必要があります。また、野生動物の保護やその生息地の保全にも取り組まねば
ばつさい

なりません。

このことは人ごとではありません。私たち一人一人にできることはたくさんあるのです。例えば、

紙や木材の節約を心がけること。家電の電力を抑える省エネや燃料消費量やＣＯ２排出 量 を減
おさ はいしゆつりよう

らすこと。また、大人に地球温暖化防止につなげるエコドライブをお願いすることもできます。さら

に、野生動物の保護や生息地の保全のために、寄付やボランティア活動を行うこともできます。陸

上の生物多様性は、人間の社会生活に欠かせないものです。私たち一人一人が、陸上の生物多

様性を守るためにできることを、一緒に取り組んでいきましょう。
いつしよ

まずは、陸の豊かさの大切さを学び、深く知りましょう。その上で、私たちの行動がどのように影
えい

響 を与えていくのかを考えましょう。そして、できることから、陸の豊かさを守るために行動を開始
きよう あた

しましょう。

《Ａさんの意見》

わたしは、色々な人が、絶滅の危機に直面している動物がいることや森林が少し減ってしまって
ぜつめつ

いることなど環 境 問題について学ぶことが大事だと思います。なぜなら、直接的に関係がなくと
かんきよう

も、恩恵を受けている自然のために色々な人が協力し改善していかなければならないと考えたか
おんけい

らです。わたし自身、環境問題についてあまり知らなかったので、今の時代を生きている人こそ環
かんきよう かん

境問題について学び深めて興味を持つことが大切だと実感しました。このような理由からわたし
きよう

は、今を生きている人が今の環境問題について学び、知ることが大事だと思います。
かんきよう

《Ｂさんの意見》

わたしは、地球環境はもとどおりにはならないと思う。なぜなら、回復が見込めないほど環境を
み こ

破壊してきたからだ。工業化を進めるために、どれだけの自然が犠牲になってきたか。もともと森林
ぎ せい

だったのに今は工場で埋め尽くされて、回復が手遅れになってしまった地域もある。そんな環境の
う つ て おく

悪化をこのまま放置をしてしまえば、未来の地球環境は今よりもっと悲惨なものになるだろう。
ひ さん



- 2 -

しかし、わたしは、１０年後、５０年後、１００年後の地球環境を変えていくことは可能だと考える。

自然の大切さを知る教育や植林などの環境改善の活動に参加すること、そうした1人1人の地道

な活動の積み重ねが、現状を変えていくと思う。わたし自身もこれからよりいっそう環境問題に目

を向けていきたい。また現在だけでなく将来にわたっても行動していきたいと思う。

《Ｃさんの意見》

わたしは世界の一人一人の意識を変えていく必要があると考えます。

海、山、川、森など様々な関わり合いの中で生命は存続しています。これを生物多様性といいま

す。わたしたち人間もその中で生きることができるのです。しかし、今のままでは絶滅してしまう生
ぜつめつ

物がたくさんいます。このままでは生物多様性は崩れ、今までの生活が維持できなくなります。この
くず い じ

ような現状を無視することはできません。

この現状を変えるには何をしなくてはいけないのか。わたしは具体的には森林の砂漠化の阻止、
さ ばく か そ し

陸の生態系の保護、土地環境の再生の3つが必要だと考えています。それらは一人ではできませ

ん。だからこそ、地球に生きるすべての人が、このことを重く受け止め、意識を変えていく必要があ

るのです。


